
eラーニングが補完すべきものは何か？

伊藤勝昭

（宮崎大学）

獣医学教育が目指すコアカリキュラムとeラーニングコンテンツ
２）eラーニングコンテンツ作成の試みとそれらが目指すもの

特別教育研究経費
国立獣医系大学による標準的な基盤教育プログラムの開発



獣医学生の学習状況



学習の問題点

1. 暗記中心。応用能力が低い。基礎獣医学で養う
べき論理的思考力に欠ける

例
薬Aは分布容積(Vd)が0.5 L/kgで、排泄速度定数

(Kel)が0.23 hour-1であることがわかっている。体
重100kgの子ウシにAを投与して一定時間後に血
中濃度を測定すると2 µg/mLであった。薬を追加
して血中濃度をただちに10 µg/mLに上げたい。
静注するにはどれだけの薬を準備すればよいか。

 答） mg
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現在の講義（座学）のほとんどは教員→学生という一方向のやり方であり、学生は暗記に重点を置いた学習をするため応用能力が育たず、考える力（論理的思考力）が弱い。これは学生の勉強が試験対策偏重のためである。当面の定期試験はそれでクリアできるが、実習のときには覚えたことをほとんど忘れており、学んだことが定着していない。
　私は薬理総論の試験は教科書、参考書、パソコンなど何でも持ち込んで見ることを許可している。その代わり試験は応用問題となる。上記のような問題を出すと解けない。これからも学生の応用能力が低いことがわかる。



学習の問題点

2. 口述、板書の書き写し
• 時間のムダ。伝える情報量が少ない
• ノート取りに集中して、説明を聞いていない

3. 予習・復習は明らかに理解度に効果がある。し
かし教科書による予習は時間がかかりすぎる

4. 基礎獣医学 受講時期と臨床の受講時期がず
れている受講時期と臨床の受講時期がずれて
いる→臨床との結びつきが弱く、知識が一過性
に終わる
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
教員の口述、板書をノートに書き取る、という旧来の授業方式は時間の無駄が多く、伝える情報量が少ない。ノートを取ることに必死な学生は考えながら講義を聞いていない。
予習をしておくと講義を理解しやすくなるが、教科書を読むのに時間がかかりすぎる（特に教科書が分厚いとき）と学生は予習をしない。
基礎獣医学は受講時期と臨床の授業の時期が離れているため学んだことを実践に結びつけにくい。



私の講義方法
eラーニング事始め
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1. いかに講義の効率を上げるか？

2. いかに予習、復習をさせるか？

3. いかに授業中眠らせないか？

4. いかにカンニングを防ぐか？

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
どの教員もこのようなことで悩んでいるであろう。それを解決するには様々な工夫が必要となる。私がどういう工夫をこらしてしてきたかを紹介する。



いかに講義の効率を上げるか
いかに予習、復習をさせるか
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1. シラバスとPowerPointスライドファイルの
配布

2. WEB資料

3. 毎週の学習状況のアンケートおよび質
問、意見

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以下に講義の効率を上げるかの工夫として詳細なシラバスの配付、PowerPointによるスライドの使用とそのファイルの配付を行っている。またWEB上に講義資料を公開し、自学自習の補助資料を提供している。



講義で配布
するシラバス

• 前後期で約100ページ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず学生がノートを取ることに余分な時間を取られないよう、また話すことに集中できるよう詳細なシラバスを配付する。それは前後期で約100ページになる。



WEB  講義資料
（2001年から掲載）

http://www.miyazaki-u.ac.jp/~itoktk/sikumi2.htm

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また講義では黒板を使わず、PowerPointのスライドだけで説明するが、希望する学生にはPowerPointのファイルをCDに焼いて渡す。スライドファイルだけでは説明がないので、重要なスライドに説明をつけたPDFファイル「図説薬理学」を作成し、それをWEB上で閲覧できるようにした。私なりのeラーニングである。これは今日では学外からのアクセスが増え、1年間のアクセス数は約1万件に達する。



毎回の講義で行う学生による授業評価、質問、意見

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
毎週の講義でMiniReportと称するアンケート用紙を配り、講義の最後に回収する。これには「学生による授業評価（自分自身の学習状況、教員の講義の評価）」、質問、意見等を書かせる。翌週に次のスライドに示すアンケート結果を配付する。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
講義の翌週にMiniReportへの返信を学生に渡す。MiniReportの中で講義中の説明が理解できなかったという学生が３人以上いた場合は、スライドをわかりやすいものに作り替え、翌週もう一度説明する。ほとんどの学生はそれでほとんど教授内容を理解する。



いかに授業中眠らせないか
いかにカンニングを防ぐか
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4. 講義中の小テスト

5. スライドによる試験 制限時間内に解
答しなければならない

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
講義が一区切りついたところで小テスト（例は次のスライド）を行う。直前まで講義していた項目であるから、聴いていた学生は答えられるはずである。学生には、この小テストはそこまで講義したことで何が重要だったかポイントがわかるので便利であると好評である。この小テストに答えられるかどうかは成績に反映するので、学生は眠らずに聴いていなければならない。
また薬理総論を除く試験はPowerPointスライドで行う（サンプルは２つ後のスライド）。



小まとめ

• アンジオテンシン変換酵素阻害薬に何があるか？⇒

カプトプリル、エナラプリルなど

• その薬の臨床用途は？（２つ）⇒ 高血圧、心不全

• その薬の副作用は？（１つ）⇒空咳

• 上の2つの病態と関係の深い受容体はどっち？⇒

AT1 AT2
• その受容体の拮抗薬は？（１つ）⇒

ロサルタン、オルメサルタン、カンデサルタンなど

講義中の小テスト

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
講義中に行う小テストの問題例である。ランダムに学生を指名して答えさせる。



問２ 映写時間 1.5分

1. 肥満細胞から脱顆粒を起こす抗体はどれか？

【IgA IgD IgE IgG IgM】

2. その抗体によって起こるアレルギーは何型か？

3. 胃底腺でヒスタミンを遊離する細胞はどれか

【壁細胞 主細胞 EC細胞 ECL細胞 粘液細胞】

抗原

Y Y

ヒスタミン 型アレルギー

抗体？
？受容体

スライドによる試験

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
定期試験の問題例である。スライドは1.5分～2.5分しか表示しない。問題は12～15問からなり、一回表示した後、もう一度繰り返す。その後、学生が特定のスライド映写を希望すれば表示する。この方法は問題表示時間に制限があるため、カンニングをしにくい。



私の講義方法

その結果、予習、復習率 ８０％以上

予習をしていると講義の理解度が格段に高い

しかし、知識は一過性。半年後の実習時には大
半を忘れている

予習、復習の仕方を改善する必要

予習に時間がかからないよう

復習は、重要ポイントを再確認するよう
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以上のような試みを続けてきた結果、予習は85％、復習は80％以上の学生が行うようになった（学生の自主申告）。しかし講義で学んだ知識が身についたとは言えず、完全なものではない。これは予習、復習が効果的なものとはなっていないことに一つの原因がある。予習、復習をやりやすい形にするためにeラーニングは必要であろう。



獣医学eラーニングの目的
「教わる」から「自ら学ぶ」へ

（１）獣医学基盤教育の内容の標準化を図るため、標
準的なeラーニング教育コンテンツを開発・導入し，
獣医学基盤教育を強固なものとする。

（２）国立大学が行ってきた基盤教育（獣医師国家試
験１８科目を含む）の効率化を図り，①基盤教育の
内容をより高いレベルで標準化し，②実験・実習（臨
床技術，実験技術）を充実・強化し，③更に新たな
社会的要請に応じた教育を行うことにある。

• 学生が主体的に学習できるシステムを構築する。
（特別教育研究経費 国立獣医系大学による標準的な基
盤教育プログラムの開発）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
eラーニングには様々な目的、方法があるが今回国立大学で始める獣医学eラーニングは「学生が主体的に学習できるシステム」を構築することを目標とする。



eラーニングの基本設計

• コア・カリキュラムに準拠する

• 予習 講義で何が説明されるか。キーワード
を頭に入れておく。1科目15分程度

• 復習 講義で話されたことを完全に理解する。
1科目15分程度

• テスト 知識の確認。5分程度

• LMS 教員が学習状況を把握
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
学生が自学自習する時間は一日に最低1時間とし、２科目の講義があるとすると、1科目について予習に15分、復習に15分程度を考えてコンテンツを作ることが必要であろう。教科書を読む形の予習ではもっと時間がかかり、長続きはしない。



eラーニング作成の基本的流れ

1. コア・カリキュラムに基づいてeラーニングに取り込む教
授項目を決める

2. 教授項目に必要なテキスト、図、写真、動画を準備する

3. PowerPointまたはWordで教材の原稿を作成

4. 問題（および正答、解説）は別個に作成

5. コンテンツファイルを北大に送付

6. 業者がHTMLに変換→各大学にファイルを配布

7. 各大学のサーバにアップロード

8. 学習者登録、利用開始
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
eラーニングコンテンツ作成の基本的流れは上図のようになる。



薬理学eラーニングサンプル１（PPT版）

東大・尾崎先生から借用

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
eラーニングコンテンツ　サンプル１
コア・カリキュラムの一般目標を示すページ。ここから7枚のスライドはPowerPointで原版を作成したものである。
（原版作成　東大・尾崎教授）



HTML作成：インターズー

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
eラーニングコンテンツ　サンプル2
コア・カリキュラムの到達目標を示すページ。



HTML作成：インターズー

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
eラーニングコンテンツ　サンプル3
コア・カリキュラムのキーワードを使って各項目の説明を書く。



HTML作成：インターズー

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
eラーニングコンテンツ　サンプル４
各項目の説明（図を入れた例）。



HTML作成：インターズー

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
テストの形式はまだ決まっていないが、簡単に答えられる問題がよい。



HTML作成：インターズー

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
テスト問題サンプル



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
テストは解答を入れるとただちに「正誤」がわかるようにする。正答の解説を入れる。



薬理学eラーニングサンプル２（Word版）

伊藤 作成

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Wordに図表を貼り込んでコンテンツを作ることもできる。Wordで作成する利点は説明文が長くても、スクロールさせることができる。
（原版作成　宮崎大学・伊藤）



HTML作成：インターズー



HIPLUS（日立）によるeラーニング教材作成

1. HIPLUSシナリオ型教材編集エディタ

2. 標準規格型教材編集エディタ
（SCORM）

3. ○簡単教材作成システム（PPTファイ
ルを変換）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
eラーニングをどのシステムで作成するかは最終的に決まっていないが、当初北大が契約した日立のHIPLUSシステムは上記のような3つのシステムのいずれかで作成が可能である。全国の大学の教員が作成に参加する場合は１と２は専門知識を必要とするので、不慣れな教員には難しい。PowerPointファイルから簡単にHTMLに変換できる簡単教材作成システムが適当であろう。



HIPLUS 簡単教材作成システムで作成（レイアウトはインターズー）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
サンプルはPowerPointで原版を作成し、それをインターズーがHTMLにレイアウトし、さらにそれをHIPLUSの簡単教材作成システムに乗せて、HIPLUS画面にしたものである。HIPLUSとインターズーの方式が混在する形はかえって使い勝手が悪くなるので、どちらかに統一した方がよい。
（原版作成　東大尾崎教授）



HIPLUS 簡単教材作成システムで作成

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
前のスライドと同様、 PowerPointで原版を作成し、インターズーがHTML用にレイアウトし、さらにそれをHIPLUS画面に載せたものである。
（原版作成　宮崎大学・伊藤）



学習管理システム
Learning Management System (LMS)

• 教材、テスト問題の管理（アップロード、受講順序の
割り付け、修正）

• 学生ユーザーの管理（登録、削除、パスワード管理、
認証システム）

• 学生の学習状況、進捗状況の把握
• テスト採点データの管理
• 大学、学年別のレポート作成
• 学習者への連絡

 大学ごとでLMS管理者を決める必要 管理者の負担
はかなり大きい

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
eラーニングで最も重要なのはどの学習管理システム（LMS）を使うかであるが、これは最終的には決まっていない。HIPLUSはこれらの条件を備えている。今回のeラーニングは各大学にサーバを置いて、学生は自分の大学のサーバにアクセスして学習するシステムとなる。したがって各大学にサーバ管理者（LMS担当者）が必要となる。



現状のeラーニングで解決すべき点

1. 自宅で学習できない（学内LANでしか使えない）→低
学年は利用しにくい

2. 各大学にサーバ管理者を置く必要がある（サーバ
管理の煩雑さ、業務の多忙、専門知識が必要）→全
国で１ヶ所のサーバにできないか

3. 画面操作が煩雑だと使わなくなる（操作の簡易化）

4. HIPLUSでの教材作成 Windows 7に対応してない

5. HIPLUS テスト問題に画像を貼り付けられない

6. 教材の追加、修正が簡単にできない

7. eラーニングを利用しない学生への指導が必要か？
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現在進行中のeラーニングの問題点を列挙した。これらの点を早急に解決する必要がある。特に、各大学にサーバを置くやり方だとイントラネットでしか使えないので、学生が自宅で学習することができないのが最大の問題点である。また見やすく、使いやすく、前のスライドの条件を満たすLMSがないのも大きな問題である。



将来の発展方向

 computer-based learningへの移行

パソコンを使った講義・試験、実験実習のマニュ
アルにパソコンを活用（画像、動画など）、電子
教科書

複数の大学間での双方向授業

共用試験

• CBT (computer-based test)
• OSCE (objective structured clinical examination）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
eラーニングの先にあるものを考えた。eラーニングはcomputer-based learningの一つであるが、それ以外にネットワークに依存しない電子教科書・実習マニュアル、学生が一人ずつLANに接続したパソコンを使いながらの講義・試験、画像による実習（動物を使った実験実習の削減）などが将来的には考えられる。
また共同学部などで複数の大学間での連携授業、さらには共用試験が将来取り組むべき課題である。
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